賃金推計メモ（2012年4月6日）

· 『朝鮮総督府統計年報』（以下、年報）の賃金データにもとづき、職種別賃金を推計した。
· 推計方法は、梅村・溝口編『旧日本植民地経済統計』（1988年、東洋経済）の尾高論文（第8章「日本統治下における台湾・朝鮮の労働経済」ほか）にしたがい、「統計年報の51種の職種別データのうち、比較的長期にわたって得られる38種のデータを利用」し、これに値しないデータは利用しなかった。

· また、尾高〔1988〕の推計は1938年まであるので、今回の推計では1942年まで拡張した。

· 一部、1940年までとなっている項目がある。統計情報センターの運営開始とともに着手する。

· 尾高〔1988〕の推計は、地域別賃金の総括する際のウエイトを1930年で固定した（1930年国勢調査からしか職種別雇用データを得られないため）。

· このたび朴二澤が新たに雇用推計を行なったので、それにしたがい新たにウエイトの計算をやり直した。

· なお、朴二澤の雇用推計は、①農業、②水産業、③工業、④商業交通業、⑤公務自由業、⑥その他、に分類されている。
· 一方、職種別賃金調査は、『朝鮮総督府訓令第20号　朝鮮総督府報告例（1927年）』にもとづき、詳細な職種が調査されている。繰り返しになるが、本推計ではこのうち38種のデータのみを利用した。
· 38種の職種は、以下の尾高の分類基準にそくして①農業、②水産業、③工業、④商業交通業、⑤公務自由業、⑥その他にふりわけてウエイトをかけた。

· なお、農作夫と下男・下女のウエイトは男女別に処理していない。近々男女別のウエイト処理を行なう。

· 官公吏の俸給（政府サービス生産者）については、落星台のものを利用するつもりなので、ここでは推計していない。

	尾高の分類
	

	（１）紡織
	染物食

	
	洋服裁縫職

	
	

	(2)(3)金属・機器
	鍛冶職

	
	ブリキ職

	
	ブリキ・トタン職

	
	大工（造船）

	
	車製造職

	
	

	（４）窯業
	煉瓦造

	
	

	（５）化学
	

	
	

	（６）印刷製本
	活版植字工

	
	

	(7)木材・木製品
	大工（指物）

	　
	大工（建具）

	
	木挽

	
	桶工

	
	

	(8)食料品
	杜士

	
	醤油製造職

	
	

	（９）その他工業
	畳刺

	
	表具士

	
	靴職

	
	ペンキ職

	
	

	(10)建設業
	大工（家作）

	
	左官

	
	石工

	
	屋根葺（藁）

	
	屋根葺（瓦）

	
	屋根葺

	
	煉瓦積

	
	

	(11)運搬業
	擔軍

	
	仲士

	
	人力車夫

	
	

	（１２）サービス業
	理髪職

	
	

	（１３）農業・水産業
	漁夫

	
	農作夫

	
	

	（１４）農業(女）
	農作夫（女）

	
	

	(15)屋外人夫
	鳶人夫

	
	平人夫

	
	土方

	
	

	（１６）下男・下女
	下男

	
	下女
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